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シ ロ ミ ス ヂ を 横 濱 に 探 る

朔1　 田　 　重 　 　夬

　 シ ロ ミ ス ヂ ん ’面 po ’珈 p ぴ 幡 LINKAEuS は 元 來 熱帶 蝶 に し て南 方支 郡 、印度 、

馬 來 地 方 に 分布 し、本 邦 に て は 臺灘 ζの み 産 し 九餌 以北 1ζは 産 せず 。 然 る に 今

回 横 濱市程 ± ケ 谷 の 杉 林中に於 て 雄
一 頭 を探集 せ 転 九 州 に す ら發 見 せ られ ざ

る 本種 を獲 た る は 甚だ奇 異 の 威 に堪 へ ず 。 或 じ〜は 遏 去 1ζ於 て 本種 の 幼 蟲若 くは

蛹 の 附 着 せ る植 物 を 移 入 し其 の 子 孫 の 今 臼 に殘 O し もの な る や 竜知 れ ず 。 兎 に

角 、 珍 し き事 なれ ば 大 方 の 注 意 を喚 起 す る 一 助 と もな らば 幸 と存 じ茲 に録 す る

事 とな し 盟 e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

横 濱 産 ヒ ミ ズ の 新 亞 種

神　 　田　 　重 　 　夫

　予 は 今 回横濱 産の ヒ ミ ズ を 調 査 し、 そが ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ 研 朔 c幡 ’吻 〔帽 6酎

1漁 ♂θ ’癖 TH 。 MA 寓 こ非 ざ る 事 を確 め 得 た る の み な らず他 の 軌 れ の 亜 種 と も異 な

れ る 故 に此 れ を 衣 の 如 く命 名 すべ し。

　學 名 ひ α ’
・ic1硲 観 PO諭 呂 ン・，た・ノ｝a ’ma ’爵 K △yDA 　n ・subsp ・

　和 名　 ヨ コ ノ 、 マ ヒ ミ ズ （新稱〉

　體 は一 樣 な る暗鼠色 に して吻 は ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ に 比 し稍 ≧磊季 且 つ 上 面 の 一

縱 溝 は 頗 る 顯著 な b
。

而 して眼 よ b吻 端 ま で の 測 定 は 18− 20 粍 な b。 脊 に 生

ず る 毛 の 長 さは ：3．5−4．5 粍 に して ホ ン s “ ヒ ミ ズ の 5．5−6．0 粍 に比 して 著 し く

短 か し 。 尾は 割合 に 長 く、 之 に 生 ぜ る 翻 毛 も長 くし て 顯 著 な b
。 後 肢 は 李 均 上

稍 長 し。

　今 、標 品 三 個 に戯 き測 定の 結 果を示 せ ば次 の 如 し、 但 し No ，3 は 未 だ成 長 充

分 な らざ る
’b の なれ ど 竜比 較 の 便 宜 上 之 を掲 ぐる 事 とせ ）t 。

＼ ・　 摘　要
　 　 　 　 　 性 　 　 　甥
　號

ヒ
＼

No ．1

No．2

No ．3

雌

雄

頭 　 　 胴 　 　 　 　 　 　尾 　 　 　 　 　 　前 　 　 肢

9011艮 1ユ　　　　　　 371nm 　　　　　　 12111Tn

後 　　肢

19．51MM

！2mm ：s4　m 工11 ユ1mm lS　 mm

雄 7ユmm 31）tコllコ1 Iomm 17、5mm

本 亜 種 は 横濱市 に 於 け る洪 積 層 の 地 に發 見 せ ら る
。 當 市 に 於 て 今 日泡 に見 た
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る もの は 皆本亜 種 に して ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ の 横濱附近 に産 す るや 否 や は 未 だ明 か

な らず 。

　 附 記 ．
八 木貞 吉 氏 は 本誌 第三 十 九卷 第四 百 六 十 二 號 に 於 て シ ナ ノ ヒ ミ ズ U．t．

呂1函 α 紬 〜廊 N
’
．tC・［ な る 一新 亞 種 を 發表 せ られ た れ ば 本 州 に 産 す る 伽 ピ廓 幡 屬

は 横 濱産 を 合 して三 亞種 を數 ぶ る事 となれ b
。 之 等 を尾 の 長 さに よ うて區 別 す

れば即 ち弐 の 如 し。

　　　 尾 は 頭 胴全 長 の 三 分 の
一

よ ）t 長 か らず ． ． ． ， ．ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ

　　　 尾 は 頭 胴 全 長 の 三 分の
一

よ b著 し く長 し ， ． ． ．ヨ コ ハ マ ヒ ミ ズ

　　　 尾 は頭 胴 全 長 の 三 分 の 二 よ b長 し ， ． ． ． ． ． ．シ ナ ノ ヒ ミ ズ

蜥 蝪 類 の 食 性 に 就 い て

美 　　濃 　　部　　煕

　蜥蝪 類 の 食性 に つ い て は 、 我が 邦 に 於 て は 、 あ ま b文獻 を見 な い
d 害 蟲驅 除

の 見 地 よ う見 て 或 る 程度の 貢獻を なす こ とを看過 して は な ら漁
， 北 米合衆 國西

南部 に 棲息 す る　（；
’
，tem

・icioplt・o ，
’
tt・R 傭 ε”α ’賦 CTatlisa7trits〜例 蘭 旆

，
　 Cl’etaphytv ．g．

eoli．a ’
1i．x

，
　C’，’of （4Plt，！itu．g 初 ΣsZ鳬 8〃 蒋 に つ v ・

て RUTII 、
・
EtN

， PscK ，
　RICHARDsON

，
　T．xYLOR

，

CAMP
，
　MEi こ1臥 M

，
　STEJNEGER の 諸氏 が その 食 性 を 研 究 して居 る し、 又 同地 方 の

15
‘
C
’e！opf ，f1” s ，t7r，・

’ii］a ’tns
’

の 習 性 を NF．w ）sArT ，　1’AT ’1iER ＄eiN の 兩氏 が 研 究 して居 る 。

　筆 者は 本州 地 方 に 最 竜普逋 な る カ ナ ヘ ビ Taky〔k’o ）｝e1s 　 ta．clryd ，
iomoides

の 習性

竝 び に其 の 貪性を し らべ て見 た L 此 處 に 前 記諸 氏 の 研 究 と比 較 して 蓮 べ て 見 ft
v ・

と思 ぷ r

　］一 ビ〃 θ’！〜1イ向，1‘9バits　tesstUat・i・S　 SAY の 食姪

　［
’
　・tc　1｛ 氏 が 六 十 三 匹 の 此 の 1・カ ゲ に つ V て その 溝 化管内容 を し らべ た 所 に よ

る と 、 杢 く動 物 質の 食 餌の み で 6．5％ が 蜘蛛類 で 他 は 全 部昆 蟲類 で あ つ た
． 昆

蟲類 中で は 鱗翅 類の 成 蟲、 幼蟲、 蛹 が 42．7％ を 占あ 、 ゾ ウ ム シ Curcnlionidae
，

コ メ ツ キ ム シ Elatel’idap
，

コ ガ ネ ム シ Seara嵐 eidae 孜 どの 甲蟲が ］4．9％ 此 れ

に 次 い で バ ツ タ 、 カ マ キ リな どの 直 翅 類 が 1i2 傷
、 其 他 に は ア リ ヂ ゴ ク

、
ヨ コ

A “
ヒ

，
ア ブ 1

シ ロ ア リ な どが あつ te
。

　 P 「〔ド B゚icA．SoelE｛v：“ エ⊃i 、Vasl］ingtOコi　V 〔，］．36

　2． t 卩‘〃 画 〃 ’” is・　 ，
’
e ’2t，

：
alis’　lllAIJLoWELIJの 食性

　1’

・LCK 氏 が 二 十匹 の 此 の ト カ ゲ で し らべ た 所 に よ る と 、植物 質の 食餌 は ユ  ．4％

を 占 め て 居 て 其 の 中 に は 、 小 さ な漿果 、 草 の 莖 、 芽 、 葉 等が 見 られ た

　動 物 質の 食 餌は 2．L）AO が 蜘 蛛類 で 他 は 昆 蟲類 で あ つ た
。 昆 蟲類 中で は 33．O％

が iN 　pidaや ．　Ie｝ineninonidae
，
　Chalcididao

、
　Panurgidae 等 の 蜂 、

22．5％ が シ ヤ ク
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